
教員の人材育成の仕組みと任用体系

（経験年数） 1年 7年 12年

（年齢） 23歳 32歳 39歳

（経験年数） 1年 7年 12年

（年齢） 23歳 32歳 39歳

注）主任教諭については、平成２０年度から選考を実施し、平成２１年度から任用開始予定
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【仮称】道場修了者の
継続的な育成ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

（１～３年間）
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指導主事等

学校管理職

行政管理職または学校管理職

学校管理職

＜管理職層＞

○特に高度な知識や経験に
　基づく高い実践力の発揮
○校務分掌上の重要な役割を
　担い学校運営に積極的貢献

○担当する校務に関する事項に
　ついて、副校長を補佐するとと
　もに、教諭等を指導・監督する。

■道場修了者層に対し、教
科指導等の専門性の一層の
向上を図るとともに、生活指
導や学校運営に関する理解
と実践力を高めるための継
続的な育成を図る。

免許更
新講習
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主幹 主幹

学校運営における中心的な役割

　ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｽｷﾙ・人材育成・副校長の補佐
・監督・進行管理・分掌間の調整

＜主幹層＞

主幹

   【仮称】
  教育行政研修

【（仮称）教育行政研修】
Ａ選考受験者に必要な教育行政課題･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
等についての力量形成を図る研修を実施
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■「（仮称）学校運営研修Ⅱ」
主要な主任を兼務する主幹等に対し、必要な力量
形成を図るとともに、次のステップとして副校長
の職務に目を向けさせる研修の実施を検討
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■「（仮称）学校運営研修Ⅰ」
主任教諭としての力量形成を図るとともに、次のステップとして
主幹の職務に目を向けさせる研修の実施を検討

地教委推薦

教諭として
の使命感、
幅広い知

見、実践的
指導力等の

修得
＜初任者＞

※年齢・経験年
数は、制度上の
最短年齢・期間

自らの授業力向上の
ための研鑽

①授業力・②学級経営・
③専門性

（指導技術、指導計画の作
成・改善、教材開発など）

教師としての
総合的な力量の向上

教科指導・生徒指導等
の実践、校務分掌等を
通じ組織の中での役割

を果たす

学校運営への積極的貢献
・主幹の補佐

・若手教員の人材育成
・高い実践力の発揮

＜主任教諭層＞

免許更
新講習

本則（Ｈ31～）までは、当面35
歳、45歳、55歳時に実施予定

免許更
新講習

別 紙 ２


